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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100

Calculated MW: 138 kDa; Observed MW: 115 kDa

IGFN1

IGFN1 antibody; immunoglobulin-like and fibronectin type Ill domain containing 1 antibody;
EEF1A2BP1 antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞膜接着分子を介した同種親和性細胞接着、網膜層形成、シナプス形成に関与すると予測される。Z板および核に局在すると予測される。シナプスにおいて活性を示すと予測される。
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	eEF1A2 抗体を使用した、ブタ骨格筋、ラット骨格筋、ラット骨格筋溶解物中の伸長因子 1A2 結合タンパク質のウエスタン ブロット分析。

